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短期大学生に於ける進学動機と
職業志向性に関する一研究

































































































































































３１ 結婚に有利になるために ．７１０ ．０３６ ．１５０ ‐．１５８ ‐．００６
３５ 大学生になって恋人を見つけたいので ．５３６ ．０２７ ．００６ ．１２３ ．００３
３７ 親や親戚が行けというので ．５２１ ‐．１３０ ‐．２１３ ．０３６ ‐．１３６
２７ 自分の子どものために ．４２５ ．１９３ ‐．０７２ ．１７９ ‐．１７４
２６ 悔いのない一生を送りたいので ．０２９ ．７０７ ‐．０１９ ‐．１１２ ．０６４
３６ 学問の探究をしたいから ‐．０６７ ．５３８ ‐．００９ ．００６ ‐．０１３
２８ 大学で部活動をしたいから ．２４３ ．４１６ ‐．１５４ ．００４ ‐．１４３
９ 本当の生き方を見つけたいので ‐．１０２ ．３６２ ‐．１０５ ．２５１ ．１８７
１ 専門知識を深めたいから ‐．０２２ ‐．１２９ ．７８９ ．０７４ ．１５４
２０ 資格取得のため ．２３２ ‐．０２６ ．５２３ ‐．０７５ ‐．０７４
１５ 人の役に立ちたいから ‐．０７４ ．３２２ ．４６６ ‐．０１０ ．０８２
１４ 専門職に就きたいから ．１６４ ．２７７ ．４２８ ‐．１９２ ‐．１７６
２２ 広く教養を身につけたいので ．０６１ ‐．１６７ ．１７１ ．７６３ ‐．０５８
３０ 自分の視野を広げたいので ．０２７ ‐．０５９ ‐．０１３ ．６９２ ‐．０４２
４ 自分の可能性を求めるために ‐．１９０ ．１１９ ‐．１７０ ．６７７ ‐．０２１
２ 自分の個性を磨くために ‐．１１６ ．２０２ ‐．１０４ ．４６６ ‐．０２６
６ 自分のやりたいことをやるために ‐．００５ ．０８９ ．３４１ ．３３１ ‐．０８４
１８ 趣味や興味を生かせる仕事に就きたい ．１０３ ‐．０２２ ．１７２ ．３２９ ．０１１
１０ 開放感を味わいたいので ‐．０９８ ．０６４ ．１４３ ‐．１４９ ．８５７
７ 大学生になって，遊びたいから ．０７９ ‐．１５７ ．０９０ ．０３７ ．６８８
２５ 自由を求めて ‐．０９０ ．１７２ ‐．１６２ ‐．０５６ ．６８２
２１ 大学生活にあこがれていたので ‐．０３８ ．０７４ ．０９６ ．１８２ ．５１７
１３ 周りの人が進学するから ．１９４ ‐．３３９ ．０３０ ．１７１ ．４０２
１７ ただ，なんとなく ．０６２ ‐．２５０ ‐．３８４ ．０５０ ．３９３
３３ 多くの人と知り合いになりたいので ．０７３ ．３３８ ．０７９ ．１０７ ．３０５
１６ 大学生だと体裁がいいので ．２７３ ‐．２２３ ‐．０９１ ．０１０ ．３００
８ 単なる見栄で ．１７４ ‐．０９８ ‐．０６９ ‐．００５ ．２８１
２９ 暇だったので ．２８０ ‐．００８ ‐．０７１ ‐．２１６ ．２６１
１９ 高校卒で社会人になりたくないから ．２４６ ‐．１１８ ‐．１４４ ．１８４ ．２５０
１１ 親元を離れたいから ．１０８ ‐．０１０ ‐．０１０ ．１４３ ．１３４
３２ 生きがいを見つけるために ‐．０１０ ．２６５ ．０９４ ．２５９ ．１２０
２３ 一流（有名）企業に就職したいので ．２９１ ．０１２ ‐．２１４ ．２１５ ‐．１１５
１２ 能力の限界に挑戦したいから ．０８７ ．２９０ ‐．０１９ ．１９６ ．０７２
３ 将来，外国に行きたいから ．０８４ ．３０８ ‐．２６２ ．０８５ ‐．０４６
３４ 将来，両親に楽をさせてあげたいので ．１１１ ．３１８ ．００１ ．００８ ．０４６
５ 裕福な生活を送りたいので ．２６６ ．２８９ ‐．２４９ ．０２１ ．０４４
２４ 自分の将来のために ．１２８ ．１５１ ．１４９ ．０５０ ‐．０４０
因子間相関
生活志向 １．０００ ．３１４ ‐．２１０ ．１７１ ．５２３
自己実現 ．３１４ １．０００ ．３３３ ．５７８ ．２２８
専門志向 ‐．２１０ ．３３３ １．０００ ．３０１ ‐．３７９
成長志向 ．１７１ ．５７８ ．３０１ １．０００ ．１９７

















８ 勤め先が安定していて，世間で評判がいいこと ．７３７ ．１３１ ‐．０３０ ‐．１１７
１９ 勤務先への通勤が便利であること ．６７５ ‐．２７１ ．０１８ ．１０５
３ 高い給与やボーナスを得る機会 ．６５３ ‐．０７１ ．１３３ ‐．０５０
１３ 勤務時間が短く，休日が多いこと ．５９５ ‐．４３７ ．４９３ ‐．２１３
９ 親切で，思いやりのある人間関係を作り上げる機会 ．５４９ ．３２３ ‐．３０４ ．１１３
２７ 職場の環境が快適で，厚生施設が充実していること ．４８２ ‐．０５３ ‐．１０１ ．３３５
１１ 困難な仕事に挑戦したり，責任のある仕事を任される機会 ‐．２３６ ．９０７ ．０６６ ‐．１２８
１２ 人々との間に，お互いに教え，教えられる関係を発展させること ‐．０４１ ．８３２ ．００４ ‐．０２９
１７ 仕事を通じ，自分自身が学び成長すること ．１３３ ．６１４ ‐．０８７ ．０２７
６ 自己の創造性や独創力が，十分発揮できること ．０７４ ．６０７ ．２２１ ‐．１０３
２ みんなから，したわれ尊敬されること ．２９７ ．５４６ ．０４１ ‐．１２２
１ 仕事の内容が，複雑で変化に富んでいること ‐．２６３ ．５３０ ．４８２ ‐．１９６
１０ 人々が自己の可能性を十分発揮できるよう，援助し，指導すること ．０４４ ．５２１ ‐．１４２ ．３１７
１６ みんなから信頼され，頼りにされること ．２７１ ．４５０ ‐．０２７ ．１４２
５ 人間の可能性や能力について，深く知る機会 ．０６９ ．４１４ ．２０２ ．０５３

































１５ 国際的な交流や，取引に関する仕事をする機会 ．０２３ ．１８３ ．５７６ ‐．１３０
１４ 人間の意識や行動について，研究したり理解を深める機会 ‐．０１５ ．０６４ ．５２１ ．１７５
２８ 何かを発明したり，発見したりするチャンスが持てること ．１０９ ．２００ ．４６５ ．０２１
２６ 専門知識を深め，それを通じて他の人々を援助すること ‐．０１５ ‐．１１０ ‐．０７０ ．９８０
２３ 人々が学び成長するのを，はげましたり，援助すること ‐．０３３ ‐．０５７ ‐．０４２ ．９３１
２０ あることについて専門知識を深め，それを他の人々に伝達すること ‐．１２９ ．０５４ ．１８２ ．６７８
２５ 人間の生き方や，人生の目的について考える機会 ．０５８ ‐．０９８ ．１８４ ．６１３
１８ 人々の持つ悩みや問題について，研究したり知識を深めること ‐．１３８ ．００３ ．３８３ ．５０９
２２ 仕事の専門性が高く，誇りを持てること ．００８ ．２７２ ‐．０９５ ．４９１
２１ 他の人々と，表面的ではない，心からのつながりを持つ機会 ．１７２ ．２３２ ‐．１５７ ．４６９
２４ 最先端の技術や情報に接し，それらを実用化すること ．１７３ ‐．２６６ ．４４０ ．４５４
４ 社会的に恵まれない人のために，役に立つこと ．１０３ ．１０１ ．１３９ ．３６５
因子間相関
労働条件志向 １．０００ ．５６５ ．３３８ ．５２５
自己実現 ．５６５ １．０００ ．４４３ ．７８９
社会的承認 ．３３８ ．４４３ １．０００ ．４７１
























Ｎ 生活志向 自己実現 専門志向 成長志向 青春享楽
男子 ２２ ．０７６（１．０４５） ．０６０（１．０６６）―．１４０（１．０１９）―．０４７（１．０５４） ．１３５（０．９１７）
女子 １５４ ―．０１１（０．８５７）―．００９（０．８７６） ．０２０（０．８７９） ．００７（０．８９２）―．０１９（０．９２８）
経営系 ２７ ．４２９（１．１４７）―．２４７（１．００４）―．９０６（０．８７８）―．２８０（１．０４６） ．７０８（０．９６４）
総合文化系 ４７ ―．１５５（０．５１８）―．１７４（０．９５１）―．３８４（０．９６２） ．１８３（０．８９２） ．１２８（０．８５３）
保育系 ５１ ―．２２４（０．７３３） ．０７９（０．７５９） ．４９４（０．５４３）―．０７４（０．８４４）―．４６１（０．７５３）
介護福祉系 ５１ ．１３９（１．０２４） ．２１２（０．８８３） ．３４０（０．５６０） ．０５３（０．９００）―．０３３（０．８７９）
括弧内の数値は標準偏差を示す。
Table４ 性別・学科系統による大学への職業志向性尺度の因子得点
Ｎ 労働条件志向 自己実現 社会的承認 関係性志向
男子 ２２ ．１３３（０．９２５） ．２５４（０．９２３） ．４７７（１．３３１） ．１９８（１．２０１）
女子 １４７ ―．０２０（０．９２６）―．０３８（０．９５９）―．０７１（０．７９２）―．０３０（０．９２４）
経営系 ２６ ―．１４３（１．０３６）―．４０７（１．００６） ．２６４（０．７４１）―．４５４（０．８０８）
総合文化系 ４６ ―．１８７（０．７３０）―．２０４（０．７７１）―．１９６（０．８０４）―．３８７（０．７８０）
保育系 ５０ ．１５９（０．９０８） ．３７３（０．９１８）―．１２２（０．８２７） ．３９２（０．９０４）
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